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同志社大学　山田礼子研究会

　赤木麻莉子　神津なおき　曽我武志　田後勇希

　辻本ゆか　中西ペネロープ　本望洋輔　茂手木岳

1. はじめに（背景）

私たちのグループは日本における在日外国人、その中でも特に日系ブラジル人の教育問題に焦点を当て、この分野での問題の本質を明らかにしつつ（教育環境を整えるなどの）政策を提言する。現在、世界では経済のグローバル化が進み、それに伴う国境を越えた「人の移動」が盛んになりつつある。日本への入国・滞在をする外国人も年々増加している状況の中で、彼らに対する生活の保障は不十分であり、その子女に対する教育環境も十分に整っているとはいいがたい。
1990年に行なわれた入国管理法の改正により、日系人に対して「定住者」の枠が設けられ、日系三世まで「長期滞在査証（三年間の査証）」を与えられた。この改正は結果的に、デカセギなどで日本へ来る日系人の増加を生み出した。岐阜県大垣市の外国人登録人口の推移（表１）をみても入管法の改正による影響の大きさが読み取れる。
また、日系人たちのデカセギから定住化への流れが進行している点にも注目する。日本へ来てから数年間で本国へ帰るケースが多かったが、現在では定住化するケースも増えている。日本国内で永住資格を取得するブラジル人の数は対前年比1.5倍近いペースで伸びており、この流れが進んでいることが伺える。
（まとめ・・・）

2. 現状・問題意識
2-1 在日外国人子女の不就学問題について
　外国人人口の増加に伴い、外国人子女の不就学人口が増加している。文部科学省が平成17～18年に１府１１市を対象に行なった「外国人の子どもの不就学実態調査」によると、不就学者の割合が1.1％、連絡がとれなかった者の割合は17.5％とあわせて20％以上にのぼることが分かる。このデータは外国人登録をしている者の人数であり、不法滞在など把握できない外国人はさらにいるものと思われる。このような就学状況の不明者には、安定した教育環境が与えられていないものと定義する。

2-2 在日ブラジル人子女の犯罪率の高さについて←田後さんのパート
　平成18年度の国籍・地域別検挙数を示したグラフを見てみると、在日外国人の全犯罪の検挙数では中国人の40％台がワーストでブラジル人は12％前後となる。しかし、少年犯罪のグラフを見るとブラジル人の犯罪件数がトップになる。外国籍少年の少年院新収容者数を表すグラフでは、平成8年ごろからブラジル人少年刑法犯人員が増えており、この傾向と不就学者の増加している現状とに何らかの関係性を見出すことができる。
2-3　子どもの権利条約
　1989年に国連総会で採択された「児童の権利に関する条約（＝子どもの権利条約）」に日本も批准している。
第28条
（a） 初等教育を義務的なものとし、すべての者に対して無償のものとする。

（b） 種々の形態の中等教育（一般教育及び職業教育を含む。）の発展を奨励し、すべての児童に対し、これらの中等教育が利用可能であり、かつこれらを利用する機会が与えられるものとし、例えば、無償の教育の導入、必要な場合における財政的援助のような適当な措置をとる。

（c） すべての適当な方法により、能力に応じ、すべての者に対して高等教育を利用する機会が与えられるものとする。
第29条

（c）  児童の父母、児童の文化的同一性、言語及び価値観、児童の居住国及び出身国の国　

　　　民的価値観ならびに事故の文明と異なる文明に対する尊重を育成すること。

　以上から、日本政府は不遇な教育環境に置かれた外国人子女に対する教育の保障をおこなう義務があるといえる。

2-4　高校進学率の低さについて（←必要ないかも？）

3. 分析方法（分析の方向性）
この章では、いくつかのモデルケース（ブラジル人学校、公立学校での異文化プログラムの取り組みなど）を取り上げ、その中から前章で取り上げた問題点を改善する方法・手段の可能性を模索する。
3-1 モデル①…HIRO学園（ブラジル人学校）
　日系ブラジル人子女が増えたため、ブラジル人学校が増加している。しかしながら、経営状況が不安定なところも少なくない。そのため、教育施設の不備や教育の質の悪さが懸念されている。
　現在、ブラジル政府教育省が認可をしている日本のブラジル人学校は中部地方を中心に５１校ある。（２００８年９月現在）その中で今回注目するのは岐阜県大垣市のHIRO学園である。

　HIRO学園は２０００年に開校し、同年ブラジル教育省から認可を受けた。本来ブラジルへ帰った際にテストを受け、その結果で所属する学年が決まるが、HIRO学園に通った場合そのテストが免除され、所属していた学年に入ることが出来る。また、２００６年には各種学校、学校法人として、岐阜県から認可を受けた。このことにより、学割などのサービスが受けられるようになった。さらには２００４年に高等科卒業後、１年間の日本語学校への通学を条件に日本の大学受験資格も得ることができるようになった。
　HIRO学園は幼児科・初等科・中等科・高等科に約３００名の児童・生徒が在籍している。スクールバスを有しているため、岐阜県だけではなく、隣の滋賀県から通学している児童・生徒もいる。
授業はブラジルの母国語であるポルトガル語で行われている。しかし、日本語の時間や学年によっては日本の社会の時間や、ブラジルの学校にはない「音楽」や「芸術」の時間もある。また、地域の小中学校との交流も盛んである。理事長の川瀬充弘氏は同校のホームページ上で「今でもそしてこれからも子供の目線に立って考え、子供達がブラジルへ帰っても「いい国だったなぁ」「おじいちゃんおばあちゃんの国の人たちはいい人だったなぁ」といつまでも心の中に生きている教育を続けたいと願うしだいであります。」と述べており、それが反映されたカリキュラムとなっている。
　高等科卒業後はブラジルの大学に進学する場合や・・・・←HIRO学園からのメールを見て書いてください。
　しかしながら、私立学校のために授業料が高いという問題点もある。デカセギ目的で着ているブラジル人にとっては相当な負担になっている。そのため退学してしまうケースを少なくないのが現状である。
3-2 モデル②…公立学校での授業プログラム（群馬県太田市）
　群馬県太田市は富士重工の工場があるために、日系人の人口が急速に増えている地域の１つである。そのため「外国人集住都市会議」にも参加している。同市は２００４年に「定住化に向けた外国人児童・生徒の教育特区」認定を受けた。ブロック別集中システムを採用している。各８ブロックの集中校をバイリンガル講師（現在は７名）が巡回している。バイリンガル講師は日本語検定１級あるいは同等の学力を持つもので、日本または外国で教員資格を取得した者を市が独自に採用し、習熟度別の授業を行っている。バイリンガル講師は授業だけではなく、ポルトガル語しか話すことができない保護者との面談でも活躍している。また正規の授業以外にも、予習や復習といった補充授業を希望する外国人生徒を対象としたサタデーチャレンジスクールや入学後スムーズに学校に適応するために、就学予定児の希望者を対象にしたプレスクール、放課後の補習や夏季休暇中の補習が行われている。
読んだ本
· HIRO学園

HIRO学園のホームページ

河田素子「国際教育理解と日系ブラジル人の教育（下）」『岐阜大学教育学部研究報告　人文科学　第５２巻　第１号』（2003）pp18～３２（曽我くんがくれた資料です。）←ちょっとデータが古めかも。でもHIRO学園について詳しく書かれています。

· 日本の外国人児童・生徒に関するもの

「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況」文部科学省http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/08/08073011/001/001.htm←使ってないけど一応
☆太田市
「群馬県太田市における外国人児童生徒教育の取組みについて」←めっちゃ詳しい。カリキュラムや仕組みが詳細に書かれています。
http://www.ota.ed.jp/boe/gaikokujin/070910gaikokujinkyouikuotacity.files/frame.htm
「「帰国・外国人と共に進める教育の国際化推進地域」　最終報告書」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/001/004/003.pdf←いろいろ書いているけど使いにくい
「バイリンガル講師採用結果」http://www.city.ota.gunma.jp/005gyosei/0020-001kikaku-kikaku/saiyoukeika.html
「平成20年度 帰国・外国人児童生徒受入促進事業指定地域センター校一覧」

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/001/016.htm
☆外国人子女全体の問題

吉田多美子「外国人子女の教育問題ー南米系外国人を中心にー」http://www.ndl.go.jp/jp/data/publication/document/2008/20080111.pdf←欄外に引用した文献も載っているからそれに当たっていけば、めっちゃいいと思う。太田市のことも少し載ってます。情報も２００７年のことまで載ってるし。できたら読んで欲しいです。ちら見でいいから。

あとその中で浜松市立高校には外国籍生徒のためのインターナショナルクラスがあることが判明！！高校の進学率で攻めるなら絶対見たほうがいい。ポルトガル語で受験もできるし、ブラジルの大学へ進学するカリキュラムもあるらしい。詳しくはホームページで・・・・。http://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/ichiritsu-h/sub-menu/internationalclass.html
あと@wikiを使いこなせないので、使い方を教えてください。助けてください・・・・

4.　政策提言の方向性

（ここは文字制限なし、書かなくてもよい）
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